
鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
は
、
２
日
（
火
）
か
ら

日
（
金
）
ま
で
開
か
れ

19ま
す
。

上
程
さ
れ
る
議
案
は
、

補
正
予
算
５
件
、
条
例
６

件
、
事
件
案
件

件
の
計

12

件
で
す
。

23市
道
泡
滝
大
鳥
線
災

害
復
旧
に
６
千
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
３
億
３
６
５
５
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

８
２
４
億
８
３
７
４
万
８

千
円
と
し
ま
す
。

主
な
事
業
は
、

中
学
校
大
規
模
改
修
事

業
１
億
８
６
２
０
万
８
千

円
は
、
鶴
岡
第
五
中
学
校

校
舎
棟
の
第
１
期
工
事
費

５
９
２
２
万
４
千
円
と
、

温
海
中
学
校
屋
内
運
動
場

の
工
事
費
１
億
２
６
９
８

万
４
千
円
、

土
地
利
用
型
作
物
生
産

支
援
事
業
５
６
０
０
万
円

は
、
国
の
畑
地
化
促
進
事

業
に
よ
り
生
じ
る
土
地
改

良
区
地
区
除
外
決
済
金
に

係
る
補
助
金
、

予
防
接
種
事
業
２
０
７

５
万
２
千
円
は
、
不
足
が

見
込
ま
れ
る
高
齢
者
帯
状

疱
疹
予
防
接
種
委
託
料
の

増
額
、

市
県
民
税
賦
課
事
務
１

３
５
９
万
円
は
、
地
方
税

法
の
改
正
に
伴
う
個
人
住

民
税
賦
課
シ
ス
テ
ム
の
改

修
経
費
、

公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
６
０
０
０
万
円

は
、
９
月

日
の
大
雨
に

17

よ
り
被
災
し
た
市
道
泡
滝

大
鳥
線
の
災
害
復
旧
経
費

で
す
が
、
翌
年
度
に
渡
っ

て
執
行
し
、
繰
越
明
許
費

を
追
加
し
ま
す
。

病
院
事
業
会
計
は
、
荘

内
病
院
の
経
営
改
善
に
向

け
て
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
へ
の
業
務
委
託
２
２

０
０
万
円
の
債
務
負
担
行

為
を
追
加
し
、
令
和
８
年

度
予
算
に
計
上
し
ま
す
。

ま
た
資
金
手
当
の
た
め

の
企
業
債
を
５
億
円
借
り

入
れ
ま
す
。

休
日
夜
間
診
療
所
平

日
夜
間
を
土
曜
の
み
に

条
例
案
件
は
、

「
鶴
岡
市
手
数
料
条
例
」

の
一
部
改
正
は
、
地
方
公

共
団
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
に
よ
り
、
様
式

が
統
一
さ
れ
る
証
明
書
の

発
行
手
数
料
を
改
定
す
る

も
の
。

「
鶴
岡
市
火
災
予
防
条
例
」

の
一
部
改
正
は
、
林
野
火

災
を
予
防
す
る
た
め
、
林

野
火
災
注
意
報
及
び
林
野

火
災
警
報
を
創
設
し
、
発

令
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
。

「
鶴
岡
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

条
例
」
の
一
部
改
正
は
、

休
日
夜
間
診
療
所
の
受
診

状
況
等
を
踏
ま
え
、
平
日

の
夜
間
診
療
を
土
曜
日
の

み
と
す
る
も
の
。

「
鶴
岡
市
水
道
事
業
及
び

下
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
」
の
一
部
改

正
は
、
令
和
８
年
度
か
ら

の
庄
内
広
域
水
道
企
業
団

に
よ
る
水
道
事
業
の
開
始

に
向
け
て
、
水
道
事
業
に

関
係
す
る
条
例
の
改
廃
を

行
う
も
の
で
す
。

小
真
木
原
競
技
場
改

修
な
ど
契
約
締
結

事
件
案
件
の
契
約
は
、

第
三
学
区
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
移
転
新
築
工
事

の
請
負
契
約
は
、
マ
ル
ゴ

・
浅
賀
建
設
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
と
、
契
約

金
額
４
億
１
６
９
０
万

円
、
工
期
は
令
和
９
年
６

月

日
で
締
結
。

25鶴
岡
市
小
真
木
原
陸
上

競
技
場
改
修
工
事
は
、

(

株)

佐
藤
工
務
と
、
契
約

金
額
４
億
２
４
０
５
万

円
、
工
期
は
令
和
９
年
３

月

日
で
締
結
し
ま
す
。

24イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条

項
の
適
用
に
よ
る
契
約
金

額
の
変
更
は
、

鶴
岡
市
立
加
茂
水
族
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
で
、

機
械
設
備
工
事
が
５
億
１

６
５
０
万
５
千
円
か
ら
５

億
３
１
８
９
万
４
千
円

に
、
電
気
設
備
工
事
が
３

億
３
１
６
５
万
円
か
ら
３

億
５
０
８
４
万
５
千
円
に

変
更
し
ま
す
。

財
産
の
取
得
は
、

湯
殿
山
ス
キ
ー
場
の
圧

雪
車
の
更
新
で
、
仙
台
市

の
英
和(

株)

産
業
機
械
営

業
部
北
日
本
産
機
グ
ル
ー

プ
か
ら
６
５
７
８
万
円
で

取
得
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

は
、
文
化
会
館
等
の
６
施

設
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。
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２０２５．１１．３０

編集発行
日本共産党鶴岡市議団

鶴岡市美原町16-5
電話22－3313

無料生活相談所

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

長谷川 剛
日枝坂本43-10
４１－９１４８

坂 本 昌 栄
稲生2-33-47
２４－５９９３

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

新つるおかＨＰ

鶴岡市休日夜間診療所の診療日の変更

(1)４月から１１月まで

現　行 改正案

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

午前 ○ － － － － － － ○ － － － － － －

午後 － － － － － － － － － － － － － －

夜間 ○ ○ － － － － ○ ○ × － － － － ○

(2)１２月から３月まで

現　行 改正案

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

午前 ○ － － － － － － ○ － － － － － －

午後 ○ － － － － － － ○ － － － － － －

夜間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○

施行期日　令和８年４月１日

ク
マ
対
策
、松
枯
れ
対
策
、農
業
支
援
策
を

▽

月
５
日
、
農
林
水
産
常
任
委
員
会

11
で
以
下
の
６
つ
を
問
い
ま
し
た
。

①
有
害
鳥
獣
対
策
で
、
電
気
柵
や
箱

罠
の
設
置
補
助
の
拡
充
、

②
ク
マ
侵
入
防
止
対
策
と
し
て
の
河

川
の
刈
払
い
に
よ
る
緩
衝
地
帯
設
置
や

集
落
ご
と
の
鳥
獣
被
害
対
策
（
モ
デ
ル

事
業
）
等
の
事
業
の
拡
大
、

③
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
の
配
備
・
配

布
支
援
、
実
技
講
習
、

④
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
、
全

て
の
農
家
に
呼
び
か
け
る
、
農
水
部
を

挙
げ
た
取
り
組
み
に
す
べ
き
、

⑤
諸
外
国
に
学
び
、
困
窮
者
等
へ
の

食
料
支
援
事
業
を
農
林
水
産
業
を
支
え

る
重
要
政
策
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
。

北
海
道
を
始
め
全
国

を
超
え
る
自
治

30

体
で
商
品
券
等
が
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。⑥

米
が
余
り
米
価
格
暴
落
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
所
得
保
障
・
価
格
補
償
に

加
え
、
備
蓄

の
活
用
等
、

価
格
低
下
時

に
も
生
産
費

が
保
障
さ
れ

る
対
策
を
政

府
に
求
め
て

い
く
べ
き
。

当
局
か
ら
、
③
ス
プ
レ
ー
使
用
の
実

技
研
修
を
検
討
す
る
、
⑤
農
業
振
興
に

資
す
る
施
策
で
あ
り
、
国
の
施
策
動
向

等
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
す
る
、
等
々

前
向
き
な
答
弁
も
あ
り
ま
し
た
。

▽

日
、
医
療
生
協
や
ま
が
た
国
際
協

14
同
組
合
年
企
画
第
８
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
特
別
記
念
講
演
、
明
治
大
学
教
授
大

高
研
道
氏
の
「
協
同
組
合
が
果
た
す
役

割
と
未
来
と
は
」
聴
講
。

▽

日
、
県
庄
内
総
合
支
庁
に
庄
内
海

21
岸
林
の
松
枯
れ
対
策
を
要
請
（
写
真
）
。

（
県
議

関

徹
）



全
国
の
不
登
校
児
童
生

徒
数
は
令
和
６
年
度
、
小

学
校
で
前
年
度
か
ら
７
３

３
４
人
増
え

万
７
７
０

13

４
人
、
中
学
校
で
は
１
５

４
人
増
え

万
６
２
６
６

21

人
と
、
あ
わ
せ
て

万
人

35

を
超
え
、
過
去
最
多
を
更

新
し
続
け
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
で
も
、
小
学
校

で

人
増
え

人
に
、
中

16

91

学
校
で
４
人
増
え
１
７
０

人
と
、
あ
わ
せ
て
２
６
０

人
を
超
え
、
過
去
最
多
と

な
っ
て
い
ま
す
。

不
登
校
の
背
景
に
安
倍

政
権
の「
教
育
改
革
」

不
登
校
は
子
ど
も
の
せ

い
で
は
な
く
、
こ
の
間
の

「
教
育
改
革
」
で
、
競
争

と
管
理
が
強
ま
っ
て
き
た

こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま

す
。第

２
次
安
倍
政
権
が
全

国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
を
再

開
し
、
「
学
校
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
」
な
ど
極
端
な
「
規

律
」
を
導
入
さ
せ
ま
し
た
。

子
ど
も
は
学
校
で
心
に

傷
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
、
休
息
が
必
要
な

状
態
に
あ
り
ま
す
。

一
方
で
学
校
や
社
会
か

ら
の
支
援
が
届
か
な
い
孤

立

か

ら

防

ぐ

こ

と

も

大
切
で
す
。

不

登

校

の

子

ど

も

の

た

め

の

公

的

な

居

場

所

の

拡

充

が

欠

か

せ
ま
せ
ん
。

国

が

進

め

る

校

内

教

育

支

援

セ

ン

タ

ー

の
充
実
や
、

フ

リ

ー

ス

ク

ー

ル

へ

の

公

的

助

成

が

必

要

で
す
。

保

護

者

は

、

子

ど

も

の

た

め

に

仕

事

を

休
む
場
合
、

多

く

が

収

入

減

や

離

職

と

引

き

換
え
と
な
り
、
一
刻
も
早

く
手
厚
い
支
援
策
が
必
要

で
す
。

日
本
共
産
党
は
５
月
23

日
、
『
不
登
校
に
つ
い
て

の
提
言
』
を
発
表
し
て
い

ま
す
。

県
知
事
に
「
松
く
い
虫

対
策
事
業
の
強
化
を
求

め
る
要
望
書
」
を
提
出

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
（
五
十
嵐
貞
子
委

員
長
）
と
同
酒
田
地
区
委

員
会
（
山
田
守
委
員
長
）

は

日
、
庄
内
総
合
支
庁

21
を
訪
れ
、
県
知
事
に
「
松

く
い
虫
対
策
事
業
の
強
化

を
求
め
る
要
望
書
」
を
提

出
。
関
徹
県
議
と
鶴
岡
市

議
団
が
同
行
し
ま
し
た

共産党市議団の１２月議会質問予定

鶴岡市ＨＰからネットでも視聴できます

※開会時刻は10：00です。

１２月２日(火)総括質問

■加藤鉱一議員

①クマ被害対策について

②米価暴落の不安について

③学校施設の大規模改修について

④ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄへの業務委託について

⑤休日夜間診療所の診療日変更について

１２月５日(金)一般質問（13:00頃予定）

■長谷川剛議員

①ひきこもり支援について

②子どもの遊び場について

③学校給食センター改築について

■坂本昌栄議員

①不登校児童・生徒対策につ

いて

②輝く女性活躍推進プロジェクトについて

③訪問介護事業について

■菅井 巌議員

①松くい虫被害対策について

②住宅政策について

③下水道事業について

■加藤鉱一議員

①10月鶴岡市長選挙について

②藤島地域の小学校統廃合について

小中学校種別の不登校児童生徒数の推移 （単位：人）
年度 30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 増減R6年度

小 

学 

校

鶴岡市
不登校児童数 16 26 30 38 51 75 91 16
1,000人あたり 2.6 4.4 5.2 6.8 9.2 13.9 17.9 4.0

山形県
不登校児童数 249 278 344 428 685 785 849 64
1,000人あたり 4.7 5.3 6.7 8.6 14.0 16.5 18.3 1.8

全国
不登校児童数 44,841 53,350 63,350 81,498 105,112 130,370 137,704 7,334
1,000人あたり 7.0 8.3 10.0 13.0 17.0 21.4 23.0 1.6

中 

学 

校

鶴岡市
不登校児童数 76 97 98 119 140 166 170 4
1,000人あたり 23.6 30.2 30.8 38.0 46.5 56.2 59.6 3.4

山形県
不登校生徒数 861 875 882 1,126 1,388 1,554 1,494 -60
1,000人あたり 30.1 31.2 31.9 41.1 51.9 59.3 58.3 -1.0

全国
不登校生徒数 119,687 127,922 132,777 163,442 193,936 216,112 216,266 154
1,000人あたり 36.5 39.4 40.9 50.0 59.8 67.1 67.9 0.8

資料：文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」＋鶴岡市教育委員会


